
農業委員会だより
川島町

いちじくの雨除け栽培が始まりました（「いちじく」を食べて健康家族に！）。

●会長就任のあいさつ
●農業委員が改選されました！
●農地の利用集積にご協力を！
●改選されました農業委員を紹介します！
●耕作放棄地の解消にご協力を！
●農業委員研修会開催される。
●農業委員会比企地区協議会総会開催される。
●農業こぼれ話
●編集後記
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川
島
町
農
業
委
員　
　
　

会
長　

横
川
二
三
男　

　

本
年
五
月
に
農
業
委
員
の
改
選

が
あ
り
、
初
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
委
員
の
皆
様
の
推
薦
に
よ

り
、
会
長
と
い
う
職
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
そ
の
責
務
の
重
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
の
運
営

並
び
に
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
日

頃
よ
り
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
的
な
食
糧
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
る
中
、
近
年
の
農
業
を

取
り
巻
く
状
況
は
大
変
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
若
者
の
農
業
離
れ
な
ど
か
ら
生

じ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
大
な
ど
を

は
じ
め
、
担
い
手
育
成
・
食
糧
の

安
心
・
安
全
な
ど
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
わ
れ
わ

れ
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
果
た

す
役
割
と
責
務
は
重
要
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、「
土
地
」と「
人
」

対
策
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、

農
用
地
面
積
の
確
保
と
有
効
利

用
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

　

近
年
の
米
価
や
麦
価
の
低
落

は
、
土
地
利
用
型
農
業
経
営
を
行

っ
て
い
る
農
家
の
経
営
を
非
常
に

圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
兼
業

農
家
に
は
、
農
業
意
欲
の
低
下
や

若
者
の
農
家
離
れ
な
ど
か
ら
、
耕

作
放
棄
地
の
増
大
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
ま
す
。

　

永
年
、
米
作
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
農
業
を
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
経
費
の
か
か

ら
な
い
農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
と
農
業
委
員
会
で

は
、
農
業
意
欲
の
あ
る
担
い
手
農

家
に
農
地
を
集
積
し
、
効
率
の
よ

い
農
業
を
行
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
「
担
い

手
農
家
利
用
集
積
モ
デ
ル
圃
場
整

備
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
十
ア
ー
ル
区
画
の
田

を
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
く
「
農
用
地
利
用
権
設
定
」

に
よ
る
貸
し
借
り
や
交
換
な
ど
に

よ
っ
て
集
め
、
圃
場
の
畦
畔
を
取

り
除
き
、
三
十
ア
ー
ル
程
度
の
区

画
に
整
備
し
、
作
業
効
率
の
よ
い

農
業
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象

区
域
の
農
地
で
、
農
地
を
貸
し
た

農
家
に
十
ア
ー
ル
当
た
り
三
、〇
〇 

〇
円
（
三
年
間
）
を
、
ま
た
、
農

地
を
借
り
て
圃
場
を
大
き
く
し
た

農

家

に

十

ア

ー

ル

当

た

り

一
〇
、〇
〇
〇
円
（
単
年
度
の
み
）

を
交
付
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
事
業
対
象
区
域
を

中
山
地
区（
大
字
吹
塚
字
鶴
巻
町
・

御
殿
・
原
町
・
八
角
の
一
部
）、

三
保
谷
地
区（
大
字
紫
竹
字
道
上
・

道
下
の
一
部
）、
小
見
野
地
区
（
大

字
鳥
羽
井
新
田
字
加
胡
前
・
大
字

上
小
見
野
字
曲
り
町
の
一
部
）
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
か
た
に
は
、
効
率
の

よ
い
農
業
経
営
が
行
え
る
よ
う
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

農
地
の
利
用
集
積
に

　

ご
協
力
を
！

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
長

就
任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
も
農
地
の
利
用

集
積
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆  

農
業
委
員
が

　
　
　

改
選
さ
れ
ま
し
た
！  

◆

　

町
の
農
業
委
員
は
、
平
成
二
十 

一
年
五
月
十
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
委

員
に
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
十
二

名
と
、
農
業
協
同
組
合
推
薦
に
よ

る
委
員
一
名
、
農
業
共
済
組
合
推

薦
に
よ
る
委
員
一
名
、
土
地
改
良

区
推
薦
に
よ
る
委
員
一
名
、
議
会

推
薦
に
よ
る
委
員
三
名
の
計
十
八

名
の
新
農
業
委
員
が
、
決
ま
り
ま

し
た
。

　

委
員
の
担
当
地
区
な
ど
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
任
期
は
平
成
二
十
四
年
五
月

十
日
（
三
年
間
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
地
域
農
業
者
の

代
表
で
、
農
地
な
ど
に
関
す
る
問

題
の
良
き
相
談
相
手
で
す
。
地
元

の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

担い手農家利用集積モデル圃場整備事業フローチャート

農用地利用権設定契約
（５年以上）

借 地 料

担い手農家等
（借り手）

貸し手農家
（地主）

農 地 の 集 約
・１区画を約30アールに整備
・１団地が５ヘクタール以上

〃　〃　〃　〃　〃　〃　
〃　〃　〃　〃　〃　〃

農業委員会
ＪＡ埼玉中央
①賃借の仲介
②補助金の交付
③農用地利用権設定受付

・補助金の申請
・補助金の交付
   3,000円／10ａ
  ３年間

・補助金の申請
・補助金の交付
   10,000円／10ａ
  １年のみ



改選されました
農業委員を紹介します！

3 　農業委員会だより　第３号

①住所

②担当地区

（敬称略、氏名の前の数字は議席順）

改選されました
農業委員を紹介します！

１　長谷部　實
　①牛ケ谷戸
　②牛ケ谷戸、東大塚

２　清水正行
　①一本木
　②友一、友二、鳥羽井、鳥羽
　井新田、芝沼、東部、小見野

３　石川武重
　①出丸中郷
　②出丸中郷

５　大澤伊吉
　①畑中
　②上八ツ林、下八ツ林、畑中

６　遠藤光男
　①上大屋敷
　②出丸本、上大屋敷、下大屋敷

７　飯野徹也
　①吉原
　②紫竹、吉原、新堀、表

９　前嶋勇男
　①出丸下郷
　②出丸下郷、西谷、曲師

10　安田昌生
　①南園部
　②上廓、中廓、南園部、吹塚、
　北園部

11　小久保典雄
　①白井沼
　②平沼、白井沼

12　木村一男
　①下小見野
　②梅ノ木、上南、上北、大辻、
　中組

13　鹿山柳治
　①飯島
　②伊草、飯島

14　笛木俊次
　①上伊草
　②上伊草

15　大森正明
　①吹塚
　②宮本、伏木、久保、吹塚新
　田、八幡

16　矢部克治
　①山ケ谷戸
　②三保谷宿、山ケ谷戸、東野

17　利根川平八
　①戸守
　②南戸守、正直、北戸守、長楽

18　猪鼻文明
　①下狢
　②宮前、上狢、下狢、釘無

会長

４　横川二三男
　①谷中
　②虫塚、一本木、谷中

副会長

８　石黒安太郎
　①角泉
　②下伊草、角泉、安塚



県
東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農

地
担
当
課
長
か
ら
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、
全
員
の
委

員
十
八
名
（
農
業
委
員
に
初
め
て

な
ら
れ
た
か
た
が
ほ
と
ん
ど
）
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
時

間
は
二
時
間
と
短
い
時
間
で
し
た

が
、
参
加
し
た
委
員
は
真
剣
な
面

持
ち
で
説
明
を
聞
き
、
農
地
法
の

一
部
改
正
な
ど
の
質
問
を
活
発
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

六
月
十
五
日
、
平
成
二
十
一
年

度
農
業
委
員
会
比
企
地
区
協
議
会

総
会
が
、
町
役
場
会
議
室
で
、
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
川
島
町
農
業
委

員
会
長
の
横
川
二
三
男
氏
が
こ
の

協
議
会
の
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
祈
年
祭
に
対
し
て
秋
の
収

穫
を
感
謝
す
る
祭
り
は
、
御
神
酒

や
野
菜
な
ど
を
供
え
、
芸
能
な
ど

を
奉
納
す
る
祭
り
で
す
。

　

十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
行
わ
れ
る
新に

い
な
め嘗

祭
は
、
そ
の

年
収
穫
さ
れ
た
新
米
を
神
前
に
奉

納
す
る
祭
り
で
す
。
川
島
町
は
昔

か
ら
水
害
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

あ
ま
り
大
き
な
祭
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
万
作
踊
り
」
や
「
獅
子
舞
」

を
奉
納
し
て
豊
年
を
感
謝
す
る
祭

り
は
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
家
庭
に
は
、
十
月
（
旧

暦
九
月
）九
日
・
十
九
日
・
二
十
九

日
を
祭
日
と
す
る
「
お
く
ん
ち
」

の
節
句
と
い
う
行
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
古
い
形
の
秋
祭
り
で
、
中

国
の
重

ち
ょ
う
よ
う陽

の
節
句
と
日
本
の
秋
祭

り
が
重
複
し
た
形
で
行
わ
れ
て
き

た
も
の
で
す
。
新
米
が
、
必
ず
し

も
九
月
九
日
に
収
穫
で
き
る
と
は

限
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ほ
か
に
九

の
つ
く
十
九
日
や
二
十
九
日
に
も

祭
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
島
町
農
業
委
員
会
で
年
二
回

発
行
し
て
い
る
「
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
も
平
成
二
十
年
九
月
の
創

刊
号
か
ら
、
今
回
の
発
刊
で
第
三

号
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
、
編
集
委
員
会
か
ら
一
つ

提
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
こ
ち
ら
か
ら
一
方
的

に
情
報
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
様
か
ら
町
農
業
委
員
会

に
、
希
望
す
る
こ
と
・
聞
き
た
い

こ
と
な
ど
を
募
集
し
、
毎
回
一
〜

二
名
の
方
の
意
見
を
紙
面
で
紹
介

し
、
回
答
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。

　

疑
問
・
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
、

遠
慮
な
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
家
の
皆
様
の
お
役

に
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
長　
　

大
森　

正
明

　

編
集
副
委
員
長　

前
嶋　

勇
男

　

編
集
委
員　
　
　

鹿
山　

柳
治

　
　
　
　
　
　
　
　

猪
鼻　

文
明

　
　
　
　
　
　
　
　

大
澤　

伊
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

一
男

　

相
談
役　
　
　
　

横
川
二
三
男

　
　
　
　
　
　
　
　

石
黒
安
太
郎
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耕
作
放
棄
地
の

　

解
消
に

　

ご
協
力
を
！

農業委員による耕作放棄地の調査

農
業
委
員
会
比
企
地
区

協
議
会
総
会
開
催
さ
れ
る
。総会が開催される。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄

地
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
、
毎
年

耕
作
放
棄
地
の
現
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
八
月
上
旬
に
、
町
内
全

域
の
農
地
を
三
日
間
に
わ
た
り
、

農
業
委
員
が
調
査
し
ま
し
た
。

耕
作
放
棄
地
と
は
過
去
一
年
以
上

作
付
け
さ
れ
て
い
な
い
荒
廃
し
た

農
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

農
地
の
手
入
れ
が

　
　
　
　

さ
れ
な
く
な
る
と

●
農
地
が
遊
休
化
し
、
長
い
間
放

置
し
て
お
く
と
、
農
地
と
し
て
復

元
す
る
に
は
、
大
変
な
労
力
と
お

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

農
地
を
放
置
す
る
と

●
雑
木
・
雑
草
が
茂
り
、
病
害
虫

の
発
生
な
ど
周
辺
の
農
地
へ
迷
惑

が
か
か
り
ま
す
。

●
産
業
廃
棄
物
や
建
設
残
土
が
積

ま
れ
、
農
地
と
し
て
利
用
で
き
な

く
な
り
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。

●
枯
れ
草
な
ど
が
火
災
の
発
生
源

と
な
り
、
危
険
で
す
。

  

耕
作
放
棄
地
に
し
な
い
た
め
に

「
農
地
は
荒
ら
さ
ず
耕
作
す
る
」
こ

と
が
原
則
で
す
。
自
ら
耕
作
で
き

な
い
場
合
は
、
担
い
手
へ
貸
し
付

け
る
な
ど
、
農
地
を
有
効
的
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
て
か
ら
、

初
め
て
の
研
修
会
が
、
六
月
十
六

日
町
役
場
会
議
室
で
、
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、「
農
業
委
員
会
と
農
地

法
に
つ
い
て
」
な
ど
の
内
容
を
、

●  

農
業
委
員
研
修
会　

●

●  

開
催
さ
れ
る
。      

●

農
業
こ
ぼ
れ
話　

秋
の
収
穫
祭

　

編
集
後
記

研修会の風景


